
同志社大学・社会学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３１０

基盤研究(C)（一般）

2022～2019

第二次大戦後日本の教育再建と日系キリスト教

Educational Reconstruction in Postwar Japan and Japanese American Christianity

００２２０６９０研究者番号：

吉田　亮（Yoshida, Ryo）

研究期間：

１９Ｋ０２５１７

年 月 日現在  ５   ５ ３１

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：戦前期アメリカ日本人移民（日系人）の越境教育史に終止符を打った強制収容事件
（または海外での戦争体験）が、戦後日本の教育史・キリスト教史（仏教史）にどのように越境的影響力を与え
たのかを究明しようとした研究である。研究成果として、戦後再建期宗教の役割についての先行研究において顕
著に見られる「文明史的闘争」モデルの見方には限界があることを例示したことである。特にアメリカ・プロテ
スタントによる戦後再建への取り組みの姿勢には、「アメリカ型」を越える「自由」「民主主義」を実現する実
験場としての戦後日本の場という見方が見られる。仏教界でもそれに呼応する動きが見られることである。

研究成果の概要（英文）：This is a study that aiming at demonstrating how the forced reloction of 
Japanese immigrants (Japanese-Americans) in the pre-war period, which marked the end of their 
transnational educational history, and the experience of war overseas, have had a transnational 
impact on Japan's post-war educational and Christian (Buddhist) history. As a research outcome, the 
study demonstrated the limitations of the "civilizational struggle" model that is prominently 
observed in previous research on the role of religion in the post-war reconstruction period. 
Particularly, the study revealed that there is a perspective that regards post-war Japan as an 
experimental field to achieve "freedom" "democraqcy" beyond the "American style" in the attitude of 
American Protestants towards post-war reconstruction. This perspective is also observed in the 
Buddhist community.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
占領期日本における宗教の役割について新たな知見を提示した。GHQ/SCAPの視点から「文明史的闘争」史観に依
拠するものではなく、現場の宗教者、特にキリスト教徒と仏教徒の思想や実践活動からボトムアップの史観を再
検討するものである。特に、「自由」「民主主義」とかかわる、日本国民の主体重視と主体発揮に寄り添い続け
る努力が重要である。さらに、このような史観は北米での日系人排斥や強制収容体験との関係で米国キリスト教
徒や日系宗教者が習得したとされる反人種主義・反帝国主義の認識であり、そうした認識が日米関係や戦後の日
本再建にどのように影響を及ぼしたのかという、越境史的問いに対するひとつの返答でもある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、科研助成事業（2000～）として進めてきたアメリカ日系移民（日系人）による戦間期
及び戦中期の越境教育活動に関する研究成果を踏まえ、戦後期に再構築される越境教育の特徴
を解明することを目的として始めた。本研究が刮目するのは、アメリカ日系人教育・宗教史にお
いて転換点となった「強制収容体験」が戦後日本の教育・宗教再建に及ぼした影響である。「強
制収容体験」はアメリカ社会全体にとって「民主主義」「自由」「公平性」「人種主義」の意味を
問う重大事件であった。この体験に直接・間接に大きく関与した日本人、日系人、アメリカ人の
中で、占領期日本の教育再建に直接関与した事例が多く存在する。戦争のために米国滞在を余儀
なくされた日本人キリスト者エリート、日本人・日系人仏教者達、アメリカ人元日本宣教師や牧
師他であり、彼(女)等は GHQの教育政策、キリスト教系大学の再編、反核・平和教育活動に深
く参画し、牽引した事例もあった。従来の占領期研究では、教育政策や宗教政策の研究は進めら
れているが、宗教教育（キリスト教）政策の理念や実態については限定的であるといっても過言
ではない。アメリカ・プロテスタントによる戦後日本復興計画や国際基督教大学創立の経緯、在
日宣教師 C.B.デフォレストの研究他においても、本研究のように日米両国の教育・宗教史を繋
ぐことで占領期の教育再建にアプローチする研究ではない。 
 
 
 
２．研究の目的 
特に、第二次大戦後の占領期日本（1945～52年）において展開された教育再建に関わる理念お
よび実践に関与した日米人キリスト者（さらには日系宗教者）が果たした役割を明らかすること
を目的にしていた。ここで言う日米人キリスト者の多くは、第二次大戦時中に強制収容の体験を
余儀なくされたアメリカ日系人と関係を持った人々である。キリスト者達（さらには日系宗教者）
による戦後日本の教育再建への関与を検討することで、戦前期アメリカ日本人移民（日系人）の
越境教育史に終止符を打った強制収容事件（または海外での戦争体験）が、戦後日本の教育史・
キリスト教史（仏教史）にどのように越境的影響力を与えたのかを究明できると考えた。その後、
強制収容事件に関与していない事例も含めることで、その事件の意味合いをクローズアップさ
せようとも考え、現在に至る。 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、個別事例を検討することで研究をすすめていった。吉田は、北米外国伝道会議及び
湯浅八郎と戦後創設されたキリスト教高等教育機関である国際キリスト教大学をテーマに取り
組んだ。物部は、日本最大のキリスト教高等教育機関である同志社大学の戦後再建へのオーティ
ス・ケーリの関与を事例とした。竹本は、在日アメリカ人宣教師ダーリー・ダウンズによる戦後
日本語教育の再建に着目した。田中は、キリスト教高等教育機関による戦後農村の再建への取り
組みを同志社大学を事例に検討した。高橋は、戦前期の北米・ハワイ日系二世教育に関与した常
光浩然による戦後日本仏教の再建を事例とした。 
 
 
 
４．研究成果 
（1）占領下の宗教に関する先行研究において顕著に見られる「文明史的闘争」モデルを前提に、
宗教特にキリスト教の役割を位置づけようとする見方だけでは解釈できないことがわかってき
た。そのような実態は、国際キリスト教大学創設に向けた日米両プロテスタントの折衝において
日本側主導で終始展開されたことや、同志社の再建に着手したケーリが日本人学生の主体発揮
に腐心し続けたこと、訪日宣教師の日本語教育に長期間に亘って関与したダウンズの日本人の
母語に対する強い思いに表現されている。 
（2）教育再建即ち人間形成の場は学校現場に限定されず、多種多様な現場で展開され、戦後日
本国民の人間形成に対して重要な問題提起をしたことがわかる。そのような実態は、同志社が着
手した農村伝道において民主化即ち農業従事者の主体確立のために寄り添い続ける努力や、常
光が超教派主義や平和実現のための国際連携を提唱することで仏教界の主体回復に専心したと
ころに提示されている。 
（3）戦前・戦時下・戦後の活動の連続性について、特に米国の日系人排斥や強制収容の事件が、
一部宗教者達による戦後日本の教育再建へのアプローチに影響を与えていると考えられる。国
際キリスト教大学創設に関与した日米プロテスタント代表中には強制収容の直接関与した人々
が多く存在していた。同志社の農村伝道に関与した有賀鐵太郎や常光は北米日系移民プロテス
タントや仏教徒を支援する活動に関与していた。 



 
総じて、社会的周縁者の主体を重視し、主体発揮に寄り添う姿勢に共通点がみられた。排日や強
制収容の体験が米国プロテスタントや日系宗教者に反人種主義・反帝国主義の認識を深めたこ
とはよく知られているが、そのような認識が日米関係や戦後日本の復興に及ぼした影響につい
ての研究はあまりみられない。本研究は従来等閑視されてきた、戦後日本国民の主体形成への宗
教の影響について、新知見を提示できたと考えている。 
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